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4.3 液 体 廃 棄 物 処 理  

液 体 廃 棄 物 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 に よ り 区 分 し 、 配 管 又 は タ ン ク ロ ー リ

に よ り 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。 受 け 入 れ た 液 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お

い て 化 学 処 理 又 は 蒸 発 処 理 を 行 い 、 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 と 処 理 済 廃 液 と に

分 離 す る 。 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 は 、 セ メ ン ト に よ り 容 器 に 固 型 化 し て ド ラ

ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 管 理 施 設 に お い て

管 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯 槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 放

射 性 物 質 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 （ 第 8 条 ） の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を

確 認 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に

お い て は 、 必 要 に 応 じ て 、 あ ら か じ め 希 釈 水 を 貯 留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈

す る 。  

 

4.3.1 液 体 廃 棄 物 の 分 類  

液 体 廃 棄 物 は 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 、 液 体 廃 棄 物 の 性 状 に よ

り 、 次 の よ う に 分 類 す る 。  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 4  Bq／ cm 3 

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 5  Bq／ cm 3  

α 放 射 性 物 質 の 濃 度  ；  １ ×10 - 2Bq／ cm 3 

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10１  Bq／ cm 3 未 満

（ た だ し 、 主 な 放 射 性 物 質 が 短 半 減 期 で あ っ て 、 100 時 間 以 内 に 当 該 濃

度 未 満 に な る こ と が 明 ら か な も の を 含 む 。 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 4  Bq／ cm 3 未 満  

 

4.3 液 体 廃 棄 物 処 理  

液 体 廃 棄 物 は 、 放 射 性 物 質 の 濃 度 に よ り 区 分 し 、 配 管 又 は タ ン ク ロ ー リ

に よ り 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。 受 け 入 れ た 液 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お

い て 蒸 発 処 理 を 行 い 、 濃 縮 液 と 処 理 済 廃 液 と に 分 離 す る 。 濃 縮 液 は 、 セ メ

ン ト に よ り 容 器 に 固 型 化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 廃 棄 物

パ ッ ケ ー ジ は 、 管 理 施 設 に お い て 管 理 す る 。 処 理 済 廃 液 は 、 処 理 済 廃 液 貯

槽 又 は 排 水 監 視 設 備 に お い て 、 放 射 性 物 質 濃 度 が 「 線 量 告 示 」 （ 第 8 条 ） の

濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、 一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る 。 処 理

済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 に お い て は 、 必 要 に 応 じ て 、 あ ら か じ め 希 釈

水 を 貯 留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す る 。  

 

 

4.3.1 液 体 廃 棄 物 の 分 類  

液 体 廃 棄 物 は 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 、 液 体 廃 棄 物 の 性 状 に よ

り 、 次 の よ う に 分 類 す る 。  

（ 最 大 放 射 能 濃 度 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 4  Bq／ cm 3 

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3  

α 放 射 性 物 質 の 濃 度  ；  １ ×10 - 2Bq／ cm 3 

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10１  Bq／ cm 3 未 満

（ た だ し 、 主 な 放 射 性 物 質 が 短 半 減 期 で あ っ て 、 100 時 間 以 内 に 当 該 濃

度 未 満 に な る こ と が 明 ら か な も の を 含 む 。 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 4  Bq／ cm 3 未 満  

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Cの 削 除 に

伴 う 記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類六〕 

（6-4-18） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

c. 液 体 廃 棄 物 Ｃ  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 5  Bq／ cm 3 未 満  

d. 放 出 前 廃 液  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 - 1 Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

4.3.2 液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量  

液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ   ： 8,000m 3／ 年  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ   ： 1,400m 3／ 年  

な お 、 液 体 廃 棄 物 Ｃ は ご く 少 量 で あ る 。 ま た 、 放 出 前 廃 液 の 量 は 、 液

体 廃 棄 物 Ａ に 含 む も の と す る 。  

 

4.3.3 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が

「 線 量 告 示 」 （ 第 8 条 ） の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、

一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視

設 備 に お い て は 、 必 要 に 応 じ て 、 あ ら か じ め 一 般 排 水 を 希 釈 水 と し て 貯

留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 の 廃 液 の 貯 留 量 は 、 合 わ せ て 700m 3

で あ る 。  

処 理 施 設 か ら 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 年 間 約 10,000m 3、 月 間 平 均 約

840m 3 で あ る 。 こ れ を 濃 度 限 度 以 下 と す る た め に 必 要 な 一 般 排 水 の 量

は 、 年 間 約 65,000m 3、 月 間 平 均 約 6,000m 3 で あ る 。 処 理 済 廃 液 の 平 均 的

な 放 射 性 物 質 の 濃 度 は 、 区 分 上 限 値 の 1／ 10 程 度 で あ る 。  

処 理 済 廃 液 約 10,000m 3 及 び 希 釈 水 約 65,000m 3 を 一 般 排 水 溝 に 放 出 す

る た め に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約 220 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日

数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

 

 

c. 放 出 前 廃 液  

（ 区 分 上 限 値 ）  

ト リ チ ウ ム を 除 く β ・ γ 放 射 性 物 質 の 濃 度  ； 3.7×10 - 1 Bq／ cm 3 未 満  

ト リ チ ウ ム の 濃 度  ； 3.7×10 3  Bq／ cm 3 未 満  

 

4.3.2 液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量  

液 体 廃 棄 物 の 最 大 受 入 れ 量 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

a. 液 体 廃 棄 物 Ａ   ： 4,000m 3／ 年  

b. 液 体 廃 棄 物 Ｂ   ： 1,400m 3／ 年  

な お 、 放 出 前 廃 液 の 量 は 、 液 体 廃 棄 物 Ａ に 含 む も の と す る 。  

 

 

4.3.3 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 は 、 処 理 済 廃 液 の 放 射 性 物 質 濃 度 が

「 線 量 告 示 」 （ 第 8 条 ） の 濃 度 限 度 を 下 回 っ て い る こ と を 確 認 し た 後 、

一 般 排 水 溝 へ 放 出 す る た め の も の で あ る 。 処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視

設 備 に お い て は 、 必 要 に 応 じ て 、 あ ら か じ め 一 般 排 水 を 希 釈 水 と し て 貯

留 し 、 処 理 済 廃 液 を 希 釈 す る 。  

処 理 済 廃 液 貯 槽 及 び 排 水 監 視 設 備 の 廃 液 の 貯 留 量 は 、 合 わ せ て 700m 3

で あ る 。  

処 理 施 設 か ら 発 生 す る 処 理 済 廃 液 は 、 年 間 約 6,000m 3、 月 間 平 均 約

500m 3 で あ る 。 こ れ を 濃 度 限 度 以 下 と す る た め に 必 要 な 一 般 排 水 の 量

は 、 年 間 約 39,000m 3、 月 間 平 均 約 3,500m 3 で あ る 。 処 理 済 廃 液 の 平 均 的

な 放 射 性 物 質 の 濃 度 は 、 区 分 上 限 値 の 1／ 10 程 度 で あ る 。  

処 理 済 廃 液 約 6,000m 3 及 び 希 釈 水 約 39,000m 3 を 一 般 排 水 溝 に 放 出 す る

た め に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約 130 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数

に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。  

 

 

液 体 廃 棄 物 Ｃ の 削 除  

 

 

号 番 号 の 繰 上 げ  

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

液 体 廃 棄 物 Ｃ の 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 



〔添付書類六〕 

（6-4-19） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

一 方 、 一 般 排 水 溝 へ 流 入 す る 排 水 は 、 機 器 冷 却 水 、 生 活 廃 水 等 で あ

り 、 そ の 排 水 量 は 、 お よ そ 月 間 60,000m 3～ 100,000m 3 で あ り 、 渇 水 期 に

お い て も 、 月 間 お よ そ 50,000m 3 が 得 ら れ る 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

4.3.4 液 体 廃 棄 物 処 理 と 設 備 の 能 力  

4.3.4.1 液 体 廃 棄 物 Ａ  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 Ａ の 最 大 受 入 れ 量 は 、 年 間 8,000m 3

で あ る 。 こ の う ち の 約 4,000m 3 は 、 Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次

冷 却 水 で 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 一 定 し た 24Na を 初 期 の 支 配 核 種 と し 、
3H、 6 0Co 等 を 含 む も の で あ る 。 そ の 他 の 約 4,000m 3 は 、 物 理 的 化 学 的 性 質

が 多 様 な 60Co、 9 0Sr、 1 3 7 Cs 等 を 含 む も の で あ る 。  

Ｊ Ｍ Ｔ Ｒ 原 子 炉 施 設 か ら 発 生 す る 一 次 冷 却 水 の 液 体 廃 棄 物 は 、 廃 液 貯

槽 Ⅰ （ 200m 3×5 基 、 400m 3×1 基 ） に 一 時 貯 留 す る 。 半 減 期 が 15 時 間 の
24Na に つ い て は 、 1 週 間 以 上 貯 留 す る こ と に よ り そ の 濃 度 を 1／ 1000 以 下

に 減 衰 す る こ と が で き る 。 24Na を 減 衰 さ せ た 後 の 液 体 廃 棄 物 は 、 化 学 処

理 装 置 で 処 理 す る 。 化 学 処 理 装 置 の 処 理 能 力 は 、 10m 3／ h で 、 除 染 係 数

は 、 3.7Bq／ cm 3 か ら 3.7×10 - 1 Bq／ cm 3 程 度 の 濃 度 の 液 体 廃 棄 物 に 対 し て

10～ 100 程 度 が 得 ら れ る も の と す る 。 一 次 冷 却 水 の 液 体 廃 棄 物 の 量 約

4,000m 3 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 約 60 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能

な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 化 学 処 理 装 置 の 処 理

能 力 は 十 分 で あ る 。  

一 方 、 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な 液 体 廃 棄 物 は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 一 時 貯

留 し た 後 、 主 に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ に よ り 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 処

理 能 力 3m3／ h、 除 染 係 数 10 3 以 上 が 得 ら れ る も の と す る 。 物 理 的 化 学 的 性

質 が 多 様 な 液 体 廃 棄 物 の 量 約 4,000m 3 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約

190 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た

が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ （ 年 間 約 20m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化

装 置 に よ り 固 型 化 す る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 200m 3） は 、 後 述 の 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ で さ ら に 処 理 す る 。  

 

4.3.4.2 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

液 体 廃 棄 物 Ｂ の 受 入 れ 量 は 、 定 常 的 に は 年 間 約 230m 3 で あ る が 、 そ の 他

予 期 し え な い 要 因 で 排 出 さ れ る も の を 考 慮 し て も 年 間 最 大 1,400m 3 で あ

る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ （ 70m 3×4 基 ） に 液 体 廃 棄 物 の 物 理 的 化 学

的 性 質 に よ っ て 区 分 し て 一 時 貯 留 す る 。 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 貯 槽 で pH 等 の

調 整 を 行 っ た 後 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 処 理

能 力 1m3／ h、 除 染 係 数 10 4 以 上 が 得 ら れ る も の と す る 。  

な お 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 年 間 約 200m 3 も 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処

理 す る 。  

 

一 方 、 一 般 排 水 溝 へ 流 入 す る 排 水 は 、 機 器 冷 却 水 、 生 活 廃 水 等 で あ

り 、 そ の 排 水 量 は 、 お よ そ 月 間 60,000m3～ 100,000m3 で あ り 、 渇 水 期 に

お い て も 、 月 間 お よ そ 50,000m3 が 得 ら れ る 。  

こ れ ら の こ と か ら 、 処 理 済 廃 液 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

4.3.4 液 体 廃 棄 物 処 理 と 設 備 の 能 力  

4.3.4.1 液 体 廃 棄 物 Ａ  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 Ａ の 最 大 受 入 れ 量 は 、 年 間 4,000m3

で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 体 廃 棄 物 Ａ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ に 一 時 貯 留 し た 後 、 主 に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ

に よ り 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ は 、 処 理 能 力 3m3／ h、 除 染 係 数 103 以

上 が 得 ら れ る も の と す る 。 物 理 的 化 学 的 性 質 が 多 様 な 液 体 廃 棄 物 の 量 約

4,000m3 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約 190 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可

能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ の

処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

 

 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 200m3） は 、 後 述 の 廃 液 蒸

発 装 置 Ⅱ で さ ら に 処 理 す る 。  

 

4.3.4.2 液 体 廃 棄 物 Ｂ  

液 体 廃 棄 物 Ｂ の 受 入 れ 量 は 、 定 常 的 に は 年 間 約 230m3 で あ る が 、 そ の

他 予 期 し え な い 要 因 で 排 出 さ れ る も の を 考 慮 し て も 年 間 最 大 1,400m3 で

あ る 。  

液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ （ 70m3×4 基 ） に 液 体 廃 棄 物 の 物 理 的 化 学

的 性 質 に よ っ て 区 分 し て 一 時 貯 留 す る 。 液 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 貯 槽 で pH 等 の

調 整 を 行 っ た 後 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で 処 理 す る 。 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ は 、 処 理

能 力 1m3／ h、 除 染 係 数 104 以 上 が 得 ら れ る も の と す る 。  

な お 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 年 間 約 200m3 も 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ で

処 理 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 変 更  

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 の 使 用 の

停 止 に 伴 う 削 除  

 

 

 

 

 

 

 



〔添付書類六〕 

（6-5-20） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

最 大 受 入 れ 量 1,400m 3 に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 約 200m 3 を 加 え て

も 、 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約 230 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な

日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理

能 力 は 十 分 で あ る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化

装 置 に よ り 固 型 化 す る 。  

 

4.3.4.3 液 体 廃 棄 物 Ｃ 、 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液  

液 体 廃 棄 物 Ｃ は 、 化 学 処 理 装 置 の 分 析 フ ー ド に お い て 、 セ メ ン ト 等 の

固 化 素 材 を 用 い て 容 器 に 固 型 化 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

化 学 処 理 装 置 か ら 発 生 す る ス ラ ッ ジ （ 年 間 約 20m 3） 及 び 廃 液 蒸 発 装 置

Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 に よ り 固 型

化 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 、 ス ラ ッ ジ に つ い て は 5 日 で 約 1m3 の 処

理 が で き る も の と す る 。 ま た 、 濃 縮 液 に つ い て は １ 日 あ た り 約 0.2m 3 の 処

理 が で き る も の と す る 。 ス ラ ッ ジ 及 び 濃 縮 液 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日

数 は 、 約 155 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有

す る 。  

し た が っ て 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

4.4 固 体 廃 棄 物 処 理  

固 体 廃 棄 物 は 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 、 容 器 表 面 の 線 量 率 に

よ り 区 分 し 、 次 の よ う に 取 り 扱 う 。  

固 体 廃 棄 物 は 、 原 則 と し て 発 生 元 に お い て 発 火 、 爆 発 性 等 の 無 い 安 全 性

の 確 認 さ れ た も の を 容 器 に 収 納 又 は 梱 包 ・ 密 閉 し た 後 、 必 要 に 応 じ て 運 搬

容 器 を 使 用 し 、 車 両 に て 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。  

こ れ ら の 固 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お い て 圧 縮 ・ 焼 却 減 容 等 を 行 い 、 容

器 に 封 入 又 は 固 型 化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 又 は 角 型 鋼 製 廃 棄 物

パ ッ ケ ー ジ 若 し く は ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 ま た 、 α 固 体 廃

棄 物 Ｂ 及 び 保 管 体 の う ち 減 容 が 可 能 な 可 燃 性 及 び 不 燃 性 の も の は 、 固 体 廃

棄 物 減 容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ て 、 開 梱 、 分 別 、 切 断 及 び 解

体 並 び に 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 に よ り 減 容 す る 。 減 容 さ れ た 廃 棄 物 は 、 α

固 体 処 理 棟 の 封 入 設 備 に 受 け 入 れ 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て 保  

最 大 受 入 れ 量 1,400m 3 に 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅰ か ら の 濃 縮 液 約 200m 3 を 加 え て

も 、 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約 230 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日

数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。 し た が っ て 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の 処 理 能

力 は 十 分 で あ る 。  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化

装 置 に よ り 固 型 化 す る 。  

 

4.3.4.3 濃 縮 液  

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ か ら 発 生 す る 濃 縮 液 （ 年 間 約 11m 3） は 、 セ メ ン ト 固 化

装 置 に よ り 固 型 化 し て 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 、 濃 縮 液 に つ い て は １ 日 あ た り 約 0.2m 3

の 処 理 が で き る も の と す る 。 濃 縮 液 の 処 理 に 必 要 な 年 間 稼 働 日 数 は 、 約

55 日 で あ り 、 年 間 の 稼 働 可 能 な 日 数 に 対 し て 十 分 な 余 裕 を 有 す る 。  

し た が っ て 、 セ メ ン ト 固 化 装 置 の 処 理 能 力 は 十 分 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

4.4 固 体 廃 棄 物 処 理  

固 体 廃 棄 物 は 、 含 ま れ る 放 射 性 物 質 の 種 類 及 び 量 、 容 器 表 面 の 線 量 率 に

よ り 区 分 し 、 次 の よ う に 取 り 扱 う 。  

固 体 廃 棄 物 は 、 原 則 と し て 発 生 元 に お い て 発 火 、 爆 発 性 等 の 無 い 安 全 性

の 確 認 さ れ た も の を 容 器 に 収 納 又 は 梱 包 ・ 密 閉 し た 後 、 必 要 に 応 じ て 運 搬

容 器 を 使 用 し 、 車 両 に て 受 入 れ 施 設 に 受 け 入 れ る 。  

こ れ ら の 固 体 廃 棄 物 は 、 処 理 施 設 に お い て 圧 縮 ・ 焼 却 減 容 等 を 行 い 、 容

器 に 封 入 又 は 固 型 化 し て ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 又 は 角 型 鋼 製 廃 棄 物

パ ッ ケ ー ジ 若 し く は ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ と す る 。 ま た 、 α 固 体 廃

棄 物 Ｂ 及 び 保 管 体 の う ち 減 容 が 可 能 な 可 燃 性 及 び 不 燃 性 の も の は 、 固 体 廃

棄 物 減 容 処 理 施 設 の 減 容 処 理 設 備 に 受 け 入 れ て 、 開 梱 、 分 別 、 切 断 及 び 解

体 並 び に 焼 却 処 理 及 び 溶 融 処 理 に よ り 減 容 す る 。 減 容 さ れ た 廃 棄 物 は 、 α

固 体 処 理 棟 の 封 入 設 備 に 受 け 入 れ 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し て 保  
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〔添付書類六〕 

（6-5-25） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 保 管 面 積 約 1,800m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶

換 算 9,310 本 相 当 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 1,422 個 、 Ⅲ 型

1,422 個 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、 保 管 面 積 約 1,300m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶

換 算 6,000 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 及 び 保 管 面 積 約 1,600m 2（ 200 ﾘ

ｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算  6,925 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ で 構 成 す る 。  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ 及 び Ⅳ を 合 計 し た 最 大 管 理 能 力 は 、 200 ﾘｯ

ﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 で 約 42,100 本 に 相 当 す る 。  

平 成 25 年 12 月 現 在 、 こ れ ら の 施 設 に 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 で ブ ロ ッ

ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 10,960 本 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型

773 個 、 Ⅲ 型 800 個 ） 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 17,750 本 を 保 管

し て お り 、 こ れ 以 降 の 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 平 均 的 な 発 生 量 は ブ ロ ッ ク 型

廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ が 290 本 ／ 年 程 度 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型

約 20 個 、 Ⅲ 型 約 20 個 ） 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ が 500 本 ／ 年 程

度 と 推 定 さ れ る 。  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 角 型

鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 処 分 す る ま で の 間 、 状 態 を 確 認 し て 、 必 要 に

よ り 補 修 等 を 行 っ て 健 全 性 を 維 持 す る 。  

ま た 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 管 理 施 設 内 の 移 動 は 、 フ ォ ー ク

リ フ ト に よ り 慎 重 に 定 置 後 は 上 段 の ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 上 面 に

遮 蔽 に 必 要 な 数 量 遮 蔽 ス ラ ブ を 積 載 す る 。  

4.5.2 保 管 体 の 管 理  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し 保 管 体 と し て 、 α

固 体 貯 蔵 施 設 に お い て 管 理 す る 。  

保 管 体 は 、 十 分 な 閉 じ 込 め 能 力 と 強 度 を 有 し 、 ま た 、 耐 食 性 に す ぐ れ

た 材 料 を 使 用 す る こ と か ら 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 に お け る 放 射 性 物 質 の 漏 え

い は 考 え ら れ な い が 、 サ ン プ リ ン グ 設 備 に よ っ て 貯 蔵 孔 内 の 空 気 又 は 凝

縮 水 を モ ニ タ リ ン グ し 、 管 理 中 の 保 管 体 の 健 全 性 を 確 認 す る 。 α 固 体 貯  

本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 保 管 面 積 約 1,800m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶

換 算 9,310 本 相 当 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 1,422 個 、 Ⅲ 型

1,422 個 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、 保 管 面 積 約 1,300m 2（ 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶

換 算 6,000 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 及 び 保 管 面 積 約 1,600m 2（ 200 ﾘｯ

ﾄﾙド ラ ム 缶 換 算  6,925 本 相 当 ） の 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ で 構 成 す る 。  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ 及 び Ⅳ を 合 計 し た 最 大 管 理 能 力 は 、 200 ﾘｯﾄ

ﾙド ラ ム 缶 換 算 で 約 42,100 本 に 相 当 す る 。  

令 和 3 年 10 月 現 在 、 こ れ ら の 施 設 に 200 ﾘｯﾄﾙド ラ ム 缶 換 算 で ブ ロ ッ ク

型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 11,060 本 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 773

個 、 Ⅲ 型 800 個 ） 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 約 19,450 本 を 保 管 し て

お り 、 こ れ 以 降 の 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 平 均 的 な 発 生 量 は ブ ロ ッ ク 型 廃 棄

物 パ ッ ケ ー ジ が 290 本 ／ 年 程 度 （ ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ Ⅰ 型 約 20

個 、 Ⅲ 型 約 20 個 ） 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ が 500 本 ／ 年 程 度 と 推

定 さ れ る 。  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 、 ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 角 型

鋼 製 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ は 、 処 分 す る ま で の 間 、 状 態 を 確 認 し て 、 必 要 に

よ り 補 修 等 を 行 っ て 健 全 性 を 維 持 す る 。  

ま た 、 ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ の 管 理 施 設 内 の 移 動 は 、 フ ォ ー ク

リ フ ト に よ り 慎 重 に 定 置 後 は 上 段 の ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 上 面 に

遮 蔽 に 必 要 な 数 量 遮 蔽 ス ラ ブ を 積 載 す る 。  

4.5.2 保 管 体 の 管 理  

α 固 体 廃 棄 物 Ｂ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の 容 器 に 封 入 し 保 管 体 と し て 、 α

固 体 貯 蔵 施 設 に お い て 管 理 す る 。  

保 管 体 は 、 十 分 な 閉 じ 込 め 能 力 と 強 度 を 有 し 、 ま た 、 耐 食 性 に す ぐ れ た

材 料 を 使 用 す る こ と か ら 、 α 固 体 貯 蔵 施 設 に お け る 放 射 性 物 質 の 漏 え い

は 考 え ら れ な い が 、 サ ン プ リ ン グ 設 備 に よ っ て 貯 蔵 孔 内 の 空 気 又 は 凝 縮

水 を モ ニ タ リ ン グ し 、 管 理 中 の 保 管 体 の 健 全 性 を 確 認 す る 。 α 固 体 貯  

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

記 載 の 見 直 し  

記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類六〕 

（6-5-14） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

棄 物 並 び に 管 理 す る 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 保 管 す る 保 管 体 と す る 。  

こ の う ち 、 固 体 廃 棄 物 に つ い て は 、 速 や か に 処 理 し て 廃 棄 体 と し 、 最

終 的 に 管 理 施 設 に 貯 蔵 す る こ と 、 管 理 施 設 が 満 杯 と な っ た 場 合 は 、 廃 棄

物 を 一 切 受 入 れ な い こ と か ら 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ 及 び α 固 体 貯 蔵 施 設 を 評 価 対 象 と

す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 に つ い て は 、 一 部 は 廃 棄 体 と な ら ず に 一 般 排 水

す る こ と 、 処 理 の 過 程 で 処 理 能 力 の 小 さ い 設 備 の 手 前 で は 液 体 廃 棄 物 が

滞 留 す る こ と か ら 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の う ち 濃

縮 液 受 槽 、 化 学 処 理 装 置 の う ち ス ラ ッ ジ 貯 槽 及 び セ メ ン ト 固 化 装 置 の う

ち ス ラ ッ ジ 槽 を 評 価 対 象 と す る 。 こ れ ら の 線 源 条 件 を 第 5.3.1表 に 示

す 。  

計 算 は 、 保 守 側 に 廃 棄 物 管 理 施 設 の 着 目 核 種 の う ち 、 ガ ン マ 線 の 実 効

エ ネ ル ギ が 最 も 大 き い 60Coの エ ネ ル ギ を 用 い る 。  

(2) 計 算 地 点  

線 量 の 計 算 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 に お い て 環 境 に 及 ぼ す 影 響 が 最 も 大 き

く な る 第 5.3.1図 に 示 す 周 辺 監 視 区 域 外 の 地 点 と す る 。  

 

5.3.2 計 算 方 法  

直 接 線 は 、 点 減 衰 核 計 算 コ ー ド （ Ｑ Ａ Ｄ ） を 用 い て 計 算 す る 。 ス カ イ

シ ャ イ ン 線 は 、 ス カ イ シ ャ イ ン ガ ン マ 線 計 算 コ ー ド シ ス テ ム Ｂ Ｃ Ｇ 等 に

よ り 二 次 元 輸 送 計 算 コ ー ド （ Ｄ Ｏ Ｔ ） を 用 い て 計 算 す る 。 な お 、 廃 棄 物

の 容 器 表 面 線 量 率 か ら 放 射 能 量 を 算 出 す る の は 点 減 衰 核 計 算 コ ー ド （ Ｑ

Ａ Ｄ ） を 用 い る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 計 算 地 点 に お け る 実 効 線 量 の 算 出 に 当 た り 、 収 容 す

る 建 家 の 躯 体 の 遮 蔽 を 考 慮 す る と と も に 、 管 理 施 設 の 評 価 に お い て は 、

遮 蔽 壁 及 び 積 載 方 法 な ど 廃 棄 体 の 適 切 な 配 置 を 考 慮 す る 。 特 に 固 体 集 積

保 管 場 Ⅰ に つ い て は 平 成 25 年 12 月 18 日 以 前 の 配 置 を 変 更 し な い こ と を

考 慮 す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 は 主 に 貯 槽 や 建 物 の コ ン ク リ ー ト 壁 を 考 慮  

棄 物 並 び に 管 理 す る 廃 棄 物 パ ッ ケ ー ジ 及 び 保 管 す る 保 管 体 と す る 。  

こ の う ち 、 固 体 廃 棄 物 に つ い て は 、 速 や か に 処 理 し て 廃 棄 体 と し 、 最

終 的 に 管 理 施 設 に 貯 蔵 す る こ と 、 管 理 施 設 が 満 杯 と な っ た 場 合 は 、 廃 棄

物 を 一 切 受 入 れ な い こ と か ら 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ 、

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ 、 固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ 及 び α 固 体 貯 蔵 施 設 を 評 価 対 象 と

す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 に つ い て は 、 一 部 は 廃 棄 体 と な ら ず に 一 般 排 水

す る こ と 、 処 理 の 過 程 で 処 理 能 力 の 小 さ い 設 備 の 手 前 で は 液 体 廃 棄 物 が

滞 留 す る こ と か ら 、 廃 液 貯 槽 Ⅰ 、 廃 液 貯 槽 Ⅱ 、 廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の う ち 濃

縮 液 受 槽 を 評 価 対 象 と す る 。 こ れ ら の 線 源 条 件 を 第 5.3.1表 に 示 す 。  

な お 、 化 学 処 理 装 置 の う ち ス ラ ッ ジ 貯 槽 及 び セ メ ン ト 固 化 装 置 の う ち

ス ラ ッ ジ 槽 は 使 用 を 停 止 す る が 安 全 側 に 評 価 対 象 と す る 。  

計 算 は 、 保 守 側 に 廃 棄 物 管 理 施 設 の 着 目 核 種 の う ち 、 ガ ン マ 線 の 実 効

エ ネ ル ギ が 最 も 大 き い 60Coの エ ネ ル ギ を 用 い る 。  

(2) 計 算 地 点  

線 量 の 計 算 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 に お い て 環 境 に 及 ぼ す 影 響 が 最 も 大 き

く な る 第 5.3.1図 に 示 す 周 辺 監 視 区 域 外 の 地 点 と す る 。  

 

5.3.2 計 算 方 法  

直 接 線 は 、 点 減 衰 核 計 算 コ ー ド （ Ｑ Ａ Ｄ ） を 用 い て 計 算 す る 。 ス カ イ

シ ャ イ ン 線 は 、 ス カ イ シ ャ イ ン ガ ン マ 線 計 算 コ ー ド シ ス テ ム Ｂ Ｃ Ｇ 等 に

よ り 二 次 元 輸 送 計 算 コ ー ド （ Ｄ Ｏ Ｔ ） を 用 い て 計 算 す る 。 な お 、 廃 棄 物

の 容 器 表 面 線 量 率 か ら 放 射 能 量 を 算 出 す る の は 点 減 衰 核 計 算 コ ー ド （ Ｑ

Ａ Ｄ ） を 用 い る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 計 算 地 点 に お け る 実 効 線 量 の 算 出 に 当 た り 、 収 容 す る

建 家 の 躯 体 の 遮 蔽 を 考 慮 す る と と も に 、 管 理 施 設 の 評 価 に お い て は 、 遮

蔽 壁 及 び 積 載 方 法 な ど 廃 棄 体 の 適 切 な 配 置 を 考 慮 す る 。 特 に 固 体 集 積 保

管 場 Ⅰ に つ い て は 平 成 25 年 12 月 18 日 以 前 の 配 置 を 変 更 し な い こ と を 考

慮 す る 。 ま た 、 液 体 廃 棄 物 は 主 に 貯 槽 や 建 物 の コ ン ク リ ー ト 壁 を 考 慮  

 

 

 

 

 

 

 

 

化 学 処 理 装 置 及 び セ メ

ン ト 固 化 装 置 （ 一 部 ）

の 使 用 の 廃 止 に 伴 う 記

載 の 見 直 し  

 



〔添付書類六〕 

（6-5-15） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

す る 。 さ ら に 直 接 線 の 計 算 で は 、 評 価 地 点 と 建 家 と の 標 高 差 か ら 土 壌

も 考 慮 す る 。  

 

5.3.3 計 算 結 果  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 か ら の 実 効 線 量 は 、 第

5.3.2表 の と お り で あ り 、 第 5.3.1図 に 示 す 周 辺 監 視 区 域 外 に お い て 環

境 に 及 ぼ す 影 響 が 大 き く な る 北 側 の 地 点 で 、 約 3.4×10 1μ Sv／ 年 で あ

る 。  

 

5.4  大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃

料 物 質 使 用 施 設 に お け る 実 効 線 量  

5.4.1 廃 棄 物 管 理 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価  

(1) 評 価 方 法  

気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 並 び に 直 接 線 及 び ス カ イ シ

ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 を 評 価 す る 。  

気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 の 評 価 に 係 る 放 射 能 量 、 気

象 デ ー タ 及 び 計 算 条 件 並 び に 計 算 方 法 に つ い て は 、 5.1項 と 同 様 と す

る 。 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 に 係 る 放 射 能 量 、 計 算 条

件 及 び 計 算 方 法 に つ い て は 、 5.2項 と 同 様 と す る 。 ま た 、 直 接 線 及 び ス

カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 の 評 価 に 係 る 計 算 条 件 及 び 計 算 方 法 は 、

5.3項 と 同 様 と す る 。  

気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の う ち

放 出 を 伴 う 建 家 か ら の 線 量 を 合 算 し た 線 量 と す る 。  

液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 5.2項 と 同 様 の 方 法 と

す る 。 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設

か ら の 線 量 を 重 畳 評 価 し 、 そ れ ら の 中 で も っ と も 大 き な 線 量 を 与 え る 地

点 で の 線 量 と す る 。  

(2) 評 価 結 果  

す る 。 さ ら に 直 接 線 の 計 算 で は 、 評 価 地 点 と 建 家 と の 標 高 差 か ら 土 壌

も 考 慮 す る 。  

 

5.3.3 計 算 結 果  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 か ら の 実 効 線 量 は 、 第

5.3.2表 の と お り で あ り 、 第 5.3.1図 に 示 す 周 辺 監 視 区 域 外 に お い て 環 境

に 及 ぼ す 影 響 が 大 き く な る 北 側 の 地 点 で 、 約 3.4× 10 1 μ Sv ／ 年 で あ

る 。  

 

5.4  大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃

料 物 質 使 用 施 設 等 に お け る 実 効 線 量  

5.4.1 廃 棄 物 管 理 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価  

(1) 評 価 方 法  

気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 並 び に 直 接 線 及 び ス カ イ シ

ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 を 評 価 す る 。  

気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 の 評 価 に 係 る 放 射 能 量 、 気

象 デ ー タ 及 び 計 算 条 件 並 び に 計 算 方 法 に つ い て は 、 5.1項 と 同 様 と す

る 。 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 に 係 る 放 射 能 量 、 計 算 条

件 及 び 計 算 方 法 に つ い て は 、 5.2項 と 同 様 と す る 。 ま た 、 直 接 線 及 び ス

カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 の 評 価 に 係 る 計 算 条 件 及 び 計 算 方 法 は 、

5.3項 と 同 様 と す る 。  

気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の う ち

放 出 を 伴 う 建 家 か ら の 線 量 を 合 算 し た 線 量 と す る 。  

液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 5.2項 と 同 様 の 方 法 と

す る 。 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設

か ら の 線 量 を 重 畳 評 価 し 、 そ れ ら の 中 で も っ と も 大 き な 線 量 を 与 え る 地

点 で の 線 量 と す る 。  

(2) 評 価 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類六〕 

（6-5-16） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 外 部

被 ば く 、 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば く 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物

質 に よ る 内 部 被 ば く 、 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く 並 び に 直 接 線 及 び ス

カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く に よ る 実 効 線 量 を 第 5.4.1表 に 示 す 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 外 部

被 ば く に よ る 実 効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 年 間 約

7.4×10 - 6μ Svで 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば

く の 実 効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 年 間 約 1.6μ Svで

あ る 。 ま た 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 に よ る 内 部 被 ば く の 実

効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 、 年 間 約 1.8μ Svで あ

る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線

量 は 、 年 間 約 4.2μ Svで あ る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実

効 線 量 は 年 間 約 3.4×10 1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を す べ て 合 算 す る と 年 間 約 4.2×10 1μ Svで あ る 。  

 

5.4.2 廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃 料 物 質 使 用 施 設

の 実 効 線 量 の 評 価 （ 参 考 ）  

(1) 原 子 炉 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 か ら 放 出 さ れ る 通 常 運 転

時 に お け る 気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 を

評 価 す る 。  

こ れ ら の 原 子 炉 施 設 に つ い て は 、 平 成 24 年 3 月 30 日 付 け 23 受 文 科 科

第 5940 号 を も っ て 許 可 を 受 け た 「 独 立 行 政 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構

大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 北 地 区 ） 原 子 炉 設 置 変 更 許 可 申 請 書 」 、 平 成 24

年 3 月 30 日 付 け 23 受 文 科 科 第 5939 号 を も っ て 許 可 を 受 け た 「 独 立 行 政

法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 原 子 炉 設

置 変 更  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 外 部

被 ば く 、 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば く 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物

質 に よ る 内 部 被 ば く 、 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く 並 び に 直 接 線 及 び ス

カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く に よ る 実 効 線 量 を 第 5.4.1表 に 示 す 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 外 部

被 ば く に よ る 実 効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 年 間 約

7.4×10 - 6μ Svで 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 の 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば

く の 実 効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 年 間 約 1.6μ Svで

あ る 。 ま た 、 気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 に よ る 内 部 被 ば く の 実

効 線 量 は 、 周 辺 監 視 区 域 外 の 最 大 と な る 地 点 で 、 年 間 約 1.8μ Svで あ

る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 よ り 放 出 さ れ る 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線

量 は 、 年 間 約 4.2μ Svで あ る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実

効 線 量 は 年 間 約 3.4×10 1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を す べ て 合 算 す る と 年 間 約 4.2×10 1μ Svで あ る 。  

 

5.4.2  廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃 料 物 質 使 用 施 設

等 の 実 効 線 量 の 評 価 （ 参 考 ）  

(1) 原 子 炉 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 か ら 放 出 さ れ る 通 常 運 転

時 に お け る 気 体 廃 棄 物 及 び 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 を

評 価 す る 。  

こ れ ら の 原 子 炉 施 設 に つ い て は 、 平 成 24年 3月 30日 付 け 23受 文 科 科 第 5940号

を も っ て 許 可 を 受 け た 「 独 立 行 政 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 開

発 セ ン タ ー （ 北 地 区 ） 原 子 炉 設 置 変 更 許 可 申 請 書 」 、 平 成 24年 3月 30日 付 け

23受 文 科 科 第 5939号 を も っ て 許 可 を 受 け た 「 独 立 行 政 法 人 日 本 原 子 力 研 究

開 発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 原 子 炉 設 置 変 更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 



〔添付書類六〕 

（6-5-17） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

許 可 申 請 書 （ 高 速 実 験 炉 設 置 変 更 ） 」 に 記 載 の 値 を 用 い る 。  

上 記 の 原 子 炉 設 置 変 更 許 可 申 請 書 に よ れ ば 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物

質 に よ る 実 効 線 量 は 、 各 原 子 炉 施 設 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、 そ れ ら の 中 で

最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に お け る 線 量 と し て い る 。  

大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 原 子 炉 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質

に よ る 実 効 線 量 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の も の と 重 複 し て い る 。 大

洗 研 究 所 （ 南 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 に つ い

て は 、 「 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 原 子 炉 施 設 変 更 許 可 申 請 書

(高 速 実 験 炉 設 置 変 更 )」 に 記 載 の 値 を 用 い て い る 。  

(2) 原 子 炉 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

原 子 炉 施 設 か ら の 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く の

実 効 線 量 は 、 年 間 約 5.3μ Svで あ る 。  

放 射 性 よ う 素 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 2.1μ Svで あ

る 。  

液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 実

効 線 量 と の 重 複 （ 年 間 約 4.2μ Sv） を 含 め 年 間 約 5.1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を 合 算 す る と （ 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 に よ る 内

部 被 ば く 含 む ） 、 年 間 約 1.3×10 1μ Svと な る 。  

(3) 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 か ら 放 出 さ れ る

気 体 廃 棄 物 、 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線

に よ る 実 効 線 量 を 評 価 す る 。  

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 に つ い て は 、 平 成 30年 2月 5日 付 け 原 規 規 発 第

1802054号 を も っ て 許 可 を 受 け た 「 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開

発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 北 地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請

書 」 、 平 成 29年 4月 6日 付 け 原 規 規 発 第 1704062号 を も っ て 許 可 を 受 け た

「 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南

地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請 書 」 に 記 載 の 値 を 用 い る 。  

上 記 の 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請 書 に よ れ ば 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射  

許 可 申 請 書 （ 高 速 実 験 炉 設 置 変 更 ） 」 に 記 載 の 値 を 用 い る 。  

上 記 の 原 子 炉 設 置 変 更 許 可 申 請 書 に よ れ ば 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物

質 に よ る 実 効 線 量 は 、 各 原 子 炉 施 設 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、 そ れ ら の 中 で

最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に お け る 線 量 と し て い る 。  

大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 原 子 炉 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質

に よ る 実 効 線 量 に つ い て は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の も の と 重 複 し て い る 。 大

洗 研 究 所 （ 南 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 に つ い

て は 、 「 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 原 子 炉 施 設 変 更 許 可 申 請 書

(高 速 実 験 炉 設 置 変 更 )」 に 記 載 の 値 を 用 い て い る 。  

(2) 原 子 炉 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

原 子 炉 施 設 か ら の 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く の

実 効 線 量 は 、 年 間 約 5.3μ Svで あ る 。  

放 射 性 よ う 素 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 2.1μ Svで あ

る 。  

液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 実

効 線 量 と の 重 複 （ 年 間 約 4.2μ Sv） を 含 め 年 間 約 5.1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を 合 算 す る と （ 廃 棄 物 管 理 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 に よ る 内

部 被 ば く 含 む ） 、 年 間 約 1.3×10 1μ Svと な る 。  

(3) 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 の 実 効 線 量 の 評 価  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 か ら 放 出 さ れ

る 気 体 廃 棄 物 、 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン

線 に よ る 実 効 線 量 を 評 価 す る 。  

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 に つ い て は 、 平 成 30年 2月 5日 付 け 原 規 規 発 第

1802054号 を も っ て 許 可 を 受 け た 「 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開

発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 北 地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請

書 」 、 平 成 29年 4月 6日 付 け 原 規 規 発 第 1704062号 を も っ て 許 可 を 受 け た

「 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南

地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請 書 」 に 記 載 の 値 を 用 い る 。  

上 記 の 核 燃 料 物 質 使 用 変 更 許 可 申 請 書 に よ れ ば 、 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

記 載 の 見 直 し  
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〔添付書類六〕 

（6-5-18） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 各 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、

そ れ ら の 中 で 最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に お け る 線 量 と し て い る 。  

大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量

は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 及 び 大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 原 子 炉 施 設 の 評 価 に 含

め て い る 。 大 洗 研 究 所 （ 南 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実

効 線 量 に つ い て は 、 「 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用

変 更 許 可 申 請 書 」 に 記 載 の 値 を 用 い て い る 。  

直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 は 、 各 核 燃 料 物 質 使 用 施

設 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、 そ れ ら の 中 で 最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に お

け る 線 量 と さ れ て い る 。  

(4) 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 の 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 か ら の 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部

被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 5.0×10 - 1μ Svで あ る 。  

地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 1.3×10 - 1μ Svで あ

る 。  

放 射 性 よ う 素 及 び 粒 子 状 物 質 等 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間

約 2.5μ Svで あ る 。  

液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 3.9μ Svで あ る 。  

直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約

8.2×10 1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を す べ て 合 算 す る と 年 間 約 8.9×10 1μ Svと な る 。  

5.5 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 に よ

る 実 効 線 量 の 評 価 結 果 を 第 5.5.1 表 に 示 す 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 気 体 廃 棄 物 に よ る 外 部 被 ば く 及 び 内 部 被 ば く 並 び に 直

接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 の 合 計 は 、 年 間 約

3.8×10 1μ Sv で あ る 。  

 

性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 各 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、

そ れ ら の 中 で 最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に お け る 線 量 と し て い る 。  

大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量

は 、 廃 棄 物 管 理 施 設 及 び 大 洗 研 究 所 （ 北 地 区 ） の 原 子 炉 施 設 の 評 価 に 含

め て い る 。 大 洗 研 究 所 （ 南 地 区 ） の 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 に よ る 実

効 線 量 に つ い て は 、 「 大 洗 研 究 開 発 セ ン タ ー （ 南 地 区 ） 核 燃 料 物 質 使 用

変 更 許 可 申 請 書 」 に 記 載 の 値 を 用 い て い る 。  

直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 実 効 線 量 は 、 各 核 燃 料 物 質 使 用 施

設 等 か ら の 線 量 を 重 畳 し 、 そ れ ら の 中 で 最 も 大 き な 線 量 を 与 え る 地 点 に

お け る 線 量 と さ れ て い る 。  

(4) 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 の 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 か ら の 気 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外

部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 5.0×10 - 1μ Svで あ る 。  

地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 1.3×10 - 1μ Svで あ

る 。  

放 射 性 よ う 素 及 び 粒 子 状 物 質 等 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間

約 2.5μ Svで あ る 。  

液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約 3.9μ Svで あ る 。  

直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 は 、 年 間 約

8.2×10 1μ Svで あ る 。  

上 記 の 結 果 を す べ て 合 算 す る と 年 間 約 8.9×10 1μ Svと な る 。  

5.5 実 効 線 量 の 評 価 結 果  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 に

よ る 実 効 線 量 の 評 価 結 果 を 第 5.5.1 表 に 示 す 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 気 体 廃 棄 物 に よ る 外 部 被 ば く 及 び 内 部 被 ば く 並 び に 直

接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 の 合 計 は 、 年 間 約

3.8×10 1μ Sv で あ る 。  

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  
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〔添付書類六〕 

（6-5-19） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 か ら 放 出 さ れ る 通 常 運 転 時

に お け る 気 体 廃 棄 物 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く 、 放 射 性 よ う 素 に

よ る 内 部 被 ば く 及 び 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く （ 廃 棄 物 管 理 施 設 の 液 体

廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く 含 む ） の 実 効 線 量 の 合 計 は 、 年 間 約 1.3×10 1μ Sv

で あ る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 か ら 放 出 さ れ る 気

体 廃 棄 物 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く 、 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば

く 、 放 射 性 よ う 素 及 び 粒 子 状 物 質 等 に よ る 内 部 被 ば く 、 液 体 廃 棄 物 に よ る

内 部 被 ば く 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 の

合 計 は 、 年 間 約 8.9×10 1μ Sv で あ る 。  

大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃

料 物 質 使 用 施 設 か ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 上 記 の 合 計

値 で 、 年 間 約 1.4×10 2μ Sv で あ る 。  

 

5.6 参 考 文 献 一 覧  

(1) 「 発 電 用 原 子 炉 施 設 の 安 全 解 析 に 関 す る 気 象 指 針 」  

（ 昭 和 57年 1月 28日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 、 平 成 13年 3月 29日  一 部

改 訂 ）  

(2) 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺 の 線 量 目 標 値 に 対 す る 評 価 指 針 」  

（ 昭 和 51年 9月 28日  原 子 力 委 員 会 決 定 、 平 成 13年 3月 29日  原 子 力 安

全 委 員 会 一 部 改 訂 ）  

(3)  「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 の 安 全 審 査 に お け る 一 般 公 衆 の 線 量 評 価 に

つ い て 」  

（ 平 成 元 年 3月 27日  原 子 力 安 全 委 員 会 了 承 、 平 成 13年 3月 29日  一 部

改 訂 ）  

(4)  ICRP Publication 38: Radionuclide Transformations Energy and 

Intensity of Emissions  

(5)  The ICRP Database of Dose Coefficients: Workers and Members of 

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 か ら 放 出 さ れ る 通 常 運 転 時

に お け る 気 体 廃 棄 物 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く 、 放 射 性 よ う 素 に

よ る 内 部 被 ば く 及 び 液 体 廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く （ 廃 棄 物 管 理 施 設 の 液 体

廃 棄 物 に よ る 内 部 被 ば く 含 む ） の 実 効 線 量 の 合 計 は 、 年 間 約 1.3×10 1μ Sv

で あ る 。  

廃 棄 物 管 理 施 設 と 敷 地 を 共 有 す る 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 か ら 放 出 さ れ る

気 体 廃 棄 物 の 放 射 性 希 ガ ス 等 に よ る 外 部 被 ば く 、 地 表 沈 着 に よ る 外 部 被 ば

く 、 放 射 性 よ う 素 及 び 粒 子 状 物 質 等 に よ る 内 部 被 ば く 、 液 体 廃 棄 物 に よ る

内 部 被 ば く 、 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 に よ る 外 部 被 ば く の 実 効 線 量 の

合 計 は 、 年 間 約 8.9×10 1μ Sv で あ る 。  

大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び 核 燃

料 物 質 使 用 施 設 等 か ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 に よ る 実 効 線 量 は 、 上 記 の 合

計 値 で 、 年 間 約 1.4×10 2μ Sv で あ る 。  

 

5.6 参 考 文 献 一 覧  

(1) 「 発 電 用 原 子 炉 施 設 の 安 全 解 析 に 関 す る 気 象 指 針 」  

（ 昭 和 57年 1月 28日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 、 平 成 13年 3月 29日  一 部

改 訂 ）  

(2) 「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺 の 線 量 目 標 値 に 対 す る 評 価 指 針 」  

（ 昭 和 51年 9月 28日  原 子 力 委 員 会 決 定 、 平 成 13年 3月 29日  原 子 力 安

全 委 員 会 一 部 改 訂 ）  

(3)  「 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 の 安 全 審 査 に お け る 一 般 公 衆 の 線 量 評 価 に

つ い て 」  

（ 平 成 元 年 3月 27日  原 子 力 安 全 委 員 会 了 承 、 平 成 13年 3月 29日  一 部

改 訂 ）  

(4)  ICRP Publication 38: Radionuclide Transformations Energy and 

Intensity of Emissions  

(5)  The ICRP Database of Dose Coefficients: Workers and Members of 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 



〔添付書類六〕 

（6-表-15） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

第 5.1.8表  気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 吸 入 摂 取 及 び 経 口 摂 取 に よ る

実 効 線 量 の 計 算 に 用 い る 実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

パ ラ メ ー タ  記 号  単 位  数 値  

実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

* 1 

（ 吸 入 摂 取 ）  

Kp i  μ Sv／ Bq 

 6 0 Co；  3.1×10 - 2  

 9 0 Sr；  1.6×10 - 1  

1 0 6 Ru；  6.6×10 - 2  

* 2  1 2 9 I ；  8.4×10 - 2  

1 3 7 Cs；  3.9×10 - 2  

2 3 8 Pu；  1.1×10 2  

2 3 9 Pu；  1.2×10 2  

* 3  2 4 0 Pu；  1.2×10 2  

* 3  2 4 1 Pu；  2.3  

* 3  2 4 2 Pu；  1.1×10 2  

* 3  2 4 1 Am；  9.6×10 1  

実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

* 1  

（ 経 口 摂 取 ）  

KT i  μ Sv／ Bq 

 6 0 Co；  3.4×10 - 3  

 9 0 Sr；  2.8×10 - 2  

1 0 6 Ru；  7.0×10 - 3  

1 2 9 I ；  7.2×10 - 2  

1 3 7 Cs；  1.3×10 - 2  

2 3 8 Pu；  2.3×10 - 1  

2 3 9 Pu；  2.5×10 - 1  

* 3  2 4 0 Pu；  2.5×10 - 1  

* 3  2 4 1 Pu；  4.8×10 - 3  

* 3  2 4 2 Pu；  2.4×10 - 1  

* 3  2 4 1 Am；  2.0×10 - 1  

*1： 出 典 ； 「 環 境 放 射 線 モ ニ タ リ ン グ 指 針 」  

（ 平 成 20年 3月 27日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 、 平 成 22年 4月 15日  原

子 力 安 全 委 員 会 一 部 改 訂 ）  

*2： 科 学 技 術 庁 か ら 日 本 原 子 力 研 究 所 へ の 委 託 調 査 「 原 子 力 発 電 施 設 等 内 部 被

ば く 評 価 技 術 調 査 」 （ 平 成 7年 度 ～ 平 成 11年 度 ） に よ り 開 発 し た 内 部 被 ば く

線 量 評 価 コ ー ド （ INDES） に お い て ヨ ウ 素 の 体 液 中 か ら 甲 状 腺 へ 達 す る 割 合

を 0.2と し て 計 算 し た 値  

*3： 出 典 ； The ICRP Database of Dose Coefficients: Workers and Members 

of the Public (Version One, 1999) 

 

第 5.1.8表  気 体 廃 棄 物 中 の 粒 子 状 の 放 射 性 物 質 の 吸 入 摂 取 及 び 経 口 摂 取 に よ る

実 効 線 量 の 計 算 に 用 い る 実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

パ ラ メ ー タ  記 号  単 位  数 値  

実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

* 1 

（ 吸 入 摂 取 ）  

Kp i  μ Sv／ Bq 

 6 0 Co；  3.1×10 - 2  

 9 0 Sr；  1.6×10 - 1  

1 0 6 Ru；  6.6×10 - 2  

1 2 9 I ；  8.4×10 - 2  * 2  

1 3 7 Cs；  3.9×10 - 2  

2 3 8 Pu；  1.1×10 2  

2 3 9 Pu；  1.2×10 2  

2 4 0 Pu；  1.2×10 2  * 3  

2 4 1 Pu；  2.3 * 3  

2 4 2 Pu；  1.1×10 2  * 3  

2 4 1 Am；  9.6×10 1  * 3  

実 効 線 量 へ の 換 算 係 数  

* 1  

（ 経 口 摂 取 ）  

KT i  μ Sv／ Bq 

 6 0 Co；  3.4×10 - 3  

 9 0 Sr；  2.8×10 - 2  

1 0 6 Ru；  7.0×10 - 3  

1 2 9 I ；  7.2×10 - 2  

1 3 7 Cs；  1.3×10 - 2  

2 3 8 Pu；  2.3×10 - 1  

2 3 9 Pu；  2.5×10 - 1  

2 4 0 Pu；  2.5×10 - 1  * 3  

2 4 1 Pu；  4.8×10 - 3  * 3  

2 4 2 Pu；  2.4×10 - 1  * 3  

2 4 1 Am；  2.0×10 - 1  * 3  

*1： 出 典 ； 「 環 境 放 射 線 モ ニ タ リ ン グ 指 針 」  

（ 平 成 20年 3月 27日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 、 平 成 22年 4月 15日  原

子 力 安 全 委 員 会 一 部 改 訂 ）  

*2： 科 学 技 術 庁 か ら 日 本 原 子 力 研 究 所 へ の 委 託 調 査 「 原 子 力 発 電 施 設 等 内 部 被

ば く 評 価 技 術 調 査 」 （ 平 成 7年 度 ～ 平 成 11年 度 ） に よ り 開 発 し た 内 部 被 ば く

線 量 評 価 コ ー ド （ INDES） に お い て ヨ ウ 素 の 体 液 中 か ら 甲 状 腺 へ 達 す る 割 合

を 0.2と し て 計 算 し た 値  

*3： 出 典 ； The ICRP Database of Dose Coefficients: Workers and Members 

of the Public (Version One, 1999) 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類六〕 

（6-表-23） 

変  更  前  変  更  後  備  考  

第 5.3.1表  廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 の 計 算 に 用 い る 線 源

条 件  

建  家  名  線  源  放 射 能 量 (Bq) 

廃 液 処 理 棟  

化 学 処 理 装 置 の う ち ス ラ ッ

ジ 貯 槽  
2.96×10 9 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の う ち 濃 縮

液 受 槽  
4.04×10 1 0  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の う ち ス

ラ ッ ジ 槽  
5.55×10 8 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液  

貯 槽

Ⅰ  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)3 基  
2.22×10 1 0  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (400m 3)1 基  
1.48×10 1 0  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)1 基

（ 放 出 前 廃 液 用 ）  

7.40×10 7 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)1 基

（ 処 理 済 廃 液 用 ）  

7.40×10 8 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

廃 液  

貯 槽

Ⅱ  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (70m 3)4 基  
1.04×10 1 3  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ （ 容 積 1.8m 3） 2,560 m 3  
4.15×10 1 5  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ （ 容 積 1m3） 1,422 m 3  
7.34×10 1 4  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 1,862m 3  
4.10×10 1 2  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 1,200m 3    
5.13×10 1 2  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 667m 3   
1.44×10 1 2  

α 固 体 貯 蔵 施 設  398 孔  132 m 3  4.42×10 1 6  
 

第 5.3.1表  廃 棄 物 管 理 施 設 の 直 接 線 及 び ス カ イ シ ャ イ ン 線 の 計 算 に 用 い る 線 源

条 件  

建  家  名  線  源  放 射 能 量 (Bq) 

廃 液 処 理 棟  

化 学 処 理 装 置 の う ち ス ラ ッ

ジ 貯 槽 ＊  
2.96×10 9 

廃 液 蒸 発 装 置 Ⅱ の う ち 濃 縮

液 受 槽  
4.04×10 1 0  

セ メ ン ト 固 化 装 置 の う ち ス

ラ ッ ジ 槽 ＊  
5.55×10 8 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅰ  

廃 液  

貯 槽

Ⅰ  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)3 基  
2.22×10 1 0  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (400m 3)1 基  
1.48×10 1 0  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)1 基

（ 放 出 前 廃 液 用 ）  

7.40×10 7 

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (200m 3)1 基

（ 処 理 済 廃 液 用 ）  

7.40×10 8 

廃 液 貯 留 施 設 Ⅱ  

廃 液  

貯 槽

Ⅱ  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

製 貯 槽 (70m 3)4 基  
1.04×10 1 3  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅰ  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ （ 容 積 1.8m 3） 2,560 m 3  
4.15×10 1 5  

ブ ロ ッ ク 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ （ 容 積 1m3） 1,422 m 3  
7.34×10 1 4  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅱ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 1,862m 3  
4.10×10 1 2  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅲ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 1,200m 3    
5.13×10 1 2  

固 体 集 積 保 管 場 Ⅳ  
ド ラ ム 缶 型 廃 棄 物 パ ッ ケ ー

ジ 667m 3   
1.44×10 1 2  

α 固 体 貯 蔵 施 設  398 孔  132 m 3  4.42×10 1 6  

＊ ： 使 用 を 停 止 す る が 安 全 側 に 評 価 を 行 う 。  

 

 

 

 

記 載 の 追 加  

 

 

 

 

記 載 の 追 加  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 追 加  



〔添付書類六〕 

（6-表-25） 

変  更  前  変  更  後  備  考  

第 5.5.1 表  大 洗 研 究 所 の廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 に よ る 実 効 線 量 （ 参 考 ）  

被 ば く 経 路  

実 効 線 量 （ μ Sv／ 年 ) 

廃 棄 物 管 理 施

設  
原 子 炉 施 設  

核 燃 料 物 質 使 用

施 設  

気

体

廃

棄

物 

放 射 性 希 ガ ス

等 に よ る 外 部

被 ば く  

7.4×10 - 6  5.3 5.0×10 - 1  

地 表 沈 着 に よ

る 外 部 被 ば く  
1.6  1.3×10 - 1  

放 射 性 よ う 素

及 び 粒 子 状 物

質 等 に よ る 内

部 被 ば く  

1.8 2.1 2.5 

液 体 廃 棄 物 に よ る

内 部 被 ば く （ 注 1）  
4.2  5.1 3.9 

直 接 線 及 び ス カ イ

シ ャ イ ン 線 に よ る

外 部 被 ば く  

3.4×10 1  8.2×10 1 

小  計  4.2×10 1 1.3×10 1 8.9×10 1 

合   計  1.5×10 2 

 

（ 注 1） ： 大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 の 評 価 は 、 他 の

原 子 力 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 の 評 価 と 重 複 し て い る 。 ま た 、 大 洗 研

究 所 の 原 子 炉 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 の 評 価 は 、 原 子 炉 施 設 (北 地

区 )及 び 原 子 炉 施 設 (南 地 区 )の 他 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 (北 地 区 )を

合 算 し た 値 で あ り 、 大 洗 研 究 所 の 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 に お け る 液 体

廃 棄 物 の 評 価 は 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 (南 地 区 )の 値 で あ る 。  

 

第 5.5.1 表  大 洗 研 究 所 の廃 棄 物 管 理 施 設 並 び に 敷 地 を 共 有 す る 原 子 炉 施 設 及 び

核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 に よ る 実 効 線 量 （ 参 考 ）  

被 ば く 経 路  

実 効 線 量 （ μ Sv／ 年 ) 

廃 棄 物 管 理 施

設  
原 子 炉 施 設  

核 燃 料 物 質 使 用

施 設 等  

気

体

廃

棄

物 

放 射 性 希 ガ ス

等 に よ る 外 部

被 ば く  

7.4×10 - 6  5.3 5.0×10 - 1  

地 表 沈 着 に よ

る 外 部 被 ば く  
1.6  1.3×10 - 1  

放 射 性 よ う 素

及 び 粒 子 状 物

質 等 に よ る 内

部 被 ば く  

1.8 2.1 2.5 

液 体 廃 棄 物 に よ る

内 部 被 ば く （ 注 1）  
4.2  5.1 3.9 

直 接 線 及 び ス カ イ

シ ャ イ ン 線 に よ る

外 部 被 ば く  

3.4×10 1  8.2×10 1 

小  計  4.2×10 1 1.3×10 1 8.9×10 1 

合   計  1.5×10 2 

 

（ 注 1） ： 大 洗 研 究 所 の 廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 の 評 価 は 、 他 の

原 子 力 施 設 か ら の 液 体 廃 棄 物 の 評 価 と 重 複 し て い る 。 ま た 、 大 洗 研

究 所 の 原 子 炉 施 設 に お け る 液 体 廃 棄 物 の 評 価 は 、 原 子 炉 施 設 (北 地

区 )及 び 原 子 炉 施 設 (南 地 区 )の 他 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 (北 地 区 )

を 合 算 し た 値 で あ り 、 大 洗 研 究 所 の 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 に お け る

液 体 廃 棄 物 の 評 価 は 、 核 燃 料 物 質 使 用 施 設 等 (南 地 区 )の 値 で あ る 。  
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〔添付書類六〕 

（6-図-1） 

変  更  前  変  更  後  備  考  
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使 用 の 停 止 に 伴 う 変 更  

 

 



〔添付書類七〕 

（７-目-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

目      次  

 

1. 想 定 さ れ る 事 故 に 関 す る 評 価  ······························· 7-1 

1.1 基 本 的 考 え 方  ······································· 7-1 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定   ································ 7-1 

1.3 評 価 対 象 事 故 の 選 定 （ ス ク リ ー ニ ン グ ）   ·············· 7-4 

 

2. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 解 析 手 法   ························· 7-15 

2.1 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 に よ る 一 般 公 衆 の 実 効 線 量   ········· 7-15 

 

3. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 解 析 条 件   ························· 7-19 

 

4. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 評 価 結 果   ························· 7-21 

4.1 解 析 結 果  ·········································· 7-21 

4.2 設 計 最 大 評 価 事 故 の 評 価 結 果   ······················· 7-21 

4.3 そ の 他 （ 地 震 、 台 風 、 浸 水 等 ） に よ る 事 故   ··········· 7-22 

 

 

 

 

目      次  

 

1. 想 定 さ れ る 事 故 に 関 す る 評 価  ······························· 7-1 

1.1 基 本 的 考 え 方   ······································ 7-1 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定   ································ 7-2 

1.3 評 価 対 象 事 故 の 選 定 （ ス ク リ ー ニ ン グ ）  ·············· 7-4 

 

2. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 解 析 手 法   ························· 7-14 

2.1 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 に よ る 一 般 公 衆 の 実 効 線 量   ········ 7-14 

 

3. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 解 析 条 件   ························· 7-18 

 

4. 設 計 最 大 評 価 事 故 の 評 価 結 果   ························· 7-20 

4.1 解 析 結 果   ········································· 7-20 

4.2 設 計 最 大 評 価 事 故 の 評 価 結 果   ······················· 7-20 

4.3 そ の 他 （ 地 震 、 台 風 、 浸 水 等 ） に よ る 事 故  ··········· 7-21 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

記 載 の 繰 上 げ （ 以

下、同様）  

 

 

 

 

 



〔添付書類七〕 

（７-１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

1. 想 定 さ れ る 事 故 に 関 す る 評 価  

1.1 基 本 的 考 え 方  

評 価 対 象 事 故 の 選 定 で は 、 事 業 許 可 基 準 規 則 解 釈 に 基 づ き 、 「 放 射 性 固

体 廃 棄 物 等 の 落 下 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 飛 散 」 、 「 廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 火

災 及 び 爆 発 」 及 び 「 そ の 他 機 器 等 の 破 損 、 故 障 、 誤 動 作 又 は 操 作 員 の 誤 操

作 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 外 部 放 出 等 の 事 故 」 を 考 慮 し 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の

19 施 設 に お い て 、 安 全 設 計 上 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 網 羅 的 か つ 効 率 的 に

抽 出 す る 。 抽 出 の 際 、 各 施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 取 扱 い の 特 徴 を 踏 ま

え て 、 事 故 の 起 因 事 象 と し て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に

伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者 の 誤 操 作 」 が 想 定 さ れ る た め 、 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理

及 び 保 管 の 各 工 程 に お い て こ れ ら の 事 故 を 考 慮 し 、 「 液 体 廃 棄 物 の 漏 出 又

は 固 体 廃 棄 物 の 落 下 （ 以 下 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 と い う 。 ） 」 、 「 火 災 」 及

び 「 排 気 系 の 停 止 」 を 想 定 す る 。  

 

事 故 は 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 が 想 定 さ れ る た め 、 事 故 に 伴 い 建 家

外 へ 放 射 性 物 質 が 放 出 さ れ る 過 程 と し て 、 液 体 廃 棄 物 の 場 合 は 蒸 発 に よ っ

て 空 気 中 へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 、 固 体 廃 棄 物 の 場 合 は 飛 散 に よ っ て 空 気 中

へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 す る こ と を 想 定 す る 。  

施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 、 保 管 及 び 放 射 性 廃 棄 物 の 性 状

（ 液 体 又 は 固 体 、 含 ま れ る 核 種 （ α 核 種 又 は β γ 核 種 ） 及 び 量 ） の 観 点 か

ら 整 理 し た 上 で 、 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 過 程 （ 空 気 中 へ の 放 射 性 物

質 の 移 行 率 ） が 同 一 に な る も の を 一 つ の 分 類 に ま と め る 。  

ま と め た 各 分 類 に お い て 、 分 類 毎 に 内 包 す る 放 射 性 物 質 量 が 最 大 の 施 設

の 事 故 及 び 飛 散 性 が 高 い と 想 定 さ れ る 火 災 を 被 ば く 評 価 の た め の 放 射 性 物

質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 の 対 象 と す る 。  

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 を 行 っ た 事 故 に つ い て 、 「 廃 棄 物 の

落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 、  

1. 想 定 さ れ る 事 故 に 関 す る 評 価  

1.1 基 本 的 考 え 方  

評 価 対 象 事 故 の 選 定 で は 、 事 業 許 可 基 準 規 則 解 釈 に 基 づ き 、 「 放 射 性 固

体 廃 棄 物 等 の 落 下 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 飛 散 」 、 「 廃 棄 物 管 理 施 設 内 の 火

災 及 び 爆 発 」 及 び 「 そ の 他 機 器 等 の 破 損 、 故 障 、 誤 動 作 又 は 操 作 員 の 誤 操

作 等 に 伴 う 放 射 性 物 質 の 外 部 放 出 等 の 事 故 」 を 考 慮 し 、 廃 棄 物 管 理 施 設 の

19 施 設 （ 使 用 を 停 止 す る 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫 を 含 む 。 ） に お い て 、 安 全 設

計 上 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 網 羅 的 か つ 効 率 的 に 抽 出 す る 。 抽 出 の 際 、 各

施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 取 扱 い の 特 徴 を 踏 ま え て 、 事 故 の 起 因 事 象 と

し て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者 の

誤 操 作 」 が 想 定 さ れ る た め 、 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の 各 工 程 に お い

て こ れ ら の 事 故 を 考 慮 し 、 「 液 体 廃 棄 物 の 漏 出 又 は 固 体 廃 棄 物 の 落 下 （ 以

下 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 と い う 。 ） 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 を 想

定 す る 。  

事 故 は 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 が 想 定 さ れ る た め 、 事 故 に 伴 い 建 家

外 へ 放 射 性 物 質 が 放 出 さ れ る 過 程 と し て 、 液 体 廃 棄 物 の 場 合 は 蒸 発 に よ っ

て 空 気 中 へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 、 固 体 廃 棄 物 の 場 合 は 飛 散 に よ っ て 空 気 中

へ 移 行 し 建 家 外 へ 放 出 す る こ と を 想 定 す る 。  

施 設 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 、 保 管 及 び 放 射 性 廃 棄 物 の 性 状

（ 液 体 又 は 固 体 、 含 ま れ る 核 種 （ α 核 種 又 は β γ 核 種 ） 及 び 量 ） の 観 点 か

ら 整 理 し た 上 で 、 建 家 外 へ の 放 射 性 物 質 の 放 出 過 程 （ 空 気 中 へ の 放 射 性 物

質 の 移 行 率 ） が 同 一 に な る も の を 一 つ の 分 類 に ま と め る 。  

ま と め た 各 分 類 に お い て 、 分 類 毎 に 内 包 す る 放 射 性 物 質 量 が 最 大 の 施 設

の 事 故 及 び 飛 散 性 が 高 い と 想 定 さ れ る 火 災 を 被 ば く 評 価 の た め の 放 射 性 物

質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 の 対 象 と す る 。  

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 評 価 を 行 っ た 事 故 に つ い て 、 「 廃 棄 物 の

落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 に 分 類 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て 、  

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 

 



〔添付書類七〕 

（７-２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 が 最 大 の 事 故 を 評 価 対 象 事 故 と し て 選 定

す る 。  

選 定 し た 評 価 対 象 事 故 の う ち 、 公 衆 が 被 ば く す る 線 量 が 最 大 と な る 事 故

を 設 計 最 大 評 価 事 故 と す る 。  

 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 19 施 設 を 対 象 と し て 、 廃 棄 物 を 、 液 体 廃 棄

物 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 及 び α 固 体 廃 棄 物 に 分 類 し 、 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の

各 工 程 に お い て 想 定 さ れ る 事 故 に つ い て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御

系 の 異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は 作 業 者 の 誤 操 作 」 の 観 点 で 、 「 廃 棄 物 の 落 下

等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系 の 停 止 」 を 抽 出 し た 。 こ れ ら の 想 定 事 故 の 抽

出 で は 、 事 故 に よ り 喪 失 す る 安 全 機 能 に 着 目 し た 。 そ の 結 果 、 放 射 線 及 び

放 射 性 物 質 を 外 部 に 放 出 す る 事 故 と し て 、 各 施 設 に お け る 閉 じ 込 め 機 能 喪

失 を 評 価 対 象 事 故 と し て 設 定 し た 。 な お 、 主 な 廃 棄 物 管 理 施 設 の 建 家 に は

閉 じ 込 め 機 能 を 求 め て い な い た め 、 そ の 場 合 は 、 設 備 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失

で 放 射 性 物 質 の 放 出 を 評 価 し た 。  

 

設 定 し た 評 価 対 象 事 故 は 次 の 表 1 の と お り で あ る 。  

 

 

放 射 性 物 質 の 建 家 外 へ の 放 出 量 が 最 大 の 事 故 を 評 価 対 象 事 故 と し て 選 定

す る 。  

選 定 し た 評 価 対 象 事 故 の う ち 、 公 衆 が 被 ば く す る 線 量 が 最 大 と な る 事 故

を 設 計 最 大 評 価 事 故 と す る 。  

 

1.2 評 価 対 象 事 故 の 設 定  

廃 棄 物 管 理 施 設 に お け る 19 施 設 （ 使 用 を 停 止 す る 有 機 廃 液 一 時 格 納 庫

を 含 む 。 ） を 対 象 と し て 、 廃 棄 物 を 、 液 体 廃 棄 物 、 β ・ γ 固 体 廃 棄 物 及 び

α 固 体 廃 棄 物 に 分 類 し 、 受 入 、 処 理 及 び 保 管 の 各 工 程 に お い て 想 定 さ れ る

事 故 に つ い て 、 「 設 備 の 故 障 」 及 び 「 計 測 制 御 系 の 異 常 に 伴 う 誤 作 動 又 は

作 業 者 の 誤 操 作 」 の 観 点 で 、 「 廃 棄 物 の 落 下 等 」 、 「 火 災 」 及 び 「 排 気 系

の 停 止 」 を 抽 出 し た 。 こ れ ら の 想 定 事 故 の 抽 出 で は 、 事 故 に よ り 喪 失 す る

安 全 機 能 に 着 目 し た 。 そ の 結 果 、 放 射 線 及 び 放 射 性 物 質 を 外 部 に 放 出 す る

事 故 と し て 、 各 施 設 に お け る 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 を 評 価 対 象 事 故 と し て 設 定

し た 。 な お 、 主 な 廃 棄 物 管 理 施 設 の 建 家 に は 閉 じ 込 め 機 能 を 求 め て い な い

た め 、 そ の 場 合 は 、 設 備 の 閉 じ 込 め 機 能 喪 失 で 放 射 性 物 質 の 放 出 を 評 価 し

た 。  

設 定 し た 評 価 対 象 事 故 は 次 の 表 1 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 載 の 見 直 し  

 



〔添付書類七〕 

（７-７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

表 2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 （ ◎ ： 火 災 、 ○ ： 火 災 以 外 ）  

①  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 処 理 を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 焼 却 装 置  23 ◎  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 封 入 設 備  44800 ○  

 

②  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 受 入 （ 処 理 ま で の 保 管 を 含 む ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 一 時

格 納 庫 Ⅰ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  25000 ○  

 

③  α 固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ 焼 却 又 は 分 類 ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

α 固 体 処 理

棟  

α ホ ー ル 設 備  1  

α 焼 却 装 置  2 ◎  

α 封 入 設 備  78200 ○  

 

 

表 2-2 固 体 廃 棄 物 の 処 理 又 は 受 入 （ ◎ ： 火 災 、 ○ ： 火 災 以 外 ）  

①  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 処 理 を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅰ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅰ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 圧 縮 装 置 Ⅱ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅲ  

β ・ γ 焼 却 装 置  

（ 有 機 溶 媒 貯 槽 を 含 む 。 ）  

23 ◎  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 封 入 設 備  44800 ○  

 

②  β ・ γ 固 体 廃 棄 物 の 受 入 （ 処 理 ま で の 保 管 を 含 む ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

β ・ γ 一 時

格 納 庫 Ⅰ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅰ  5  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅱ  

β ・ γ 一 時 格 納 庫 Ⅱ  1  

β ・ γ 固 体

処 理 棟 Ⅳ  

β ・ γ 貯 蔵 セ ル  25000 ○  

 

③  α 固 体 廃 棄 物 の 処 理 （ 焼 却 又 は 分 類 ） を 行 う 施 設 及 び 設 備  

施 設  設 備  イ ン ベ ン ト リ

比  

選 定  

α 固 体 処 理

棟  

α ホ ー ル 設 備  1  

α 焼 却 装 置  2 ◎  

α 封 入 設 備  78200 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 機 溶 媒 貯 槽 の 記 載

を追加  

 

 

 

 



〔添付書類七〕 

（７-５１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 



〔添付書類七〕 

（７-５３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の見直し  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（表紙） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添  付  書  類  八  

 

変 更 後 に お け る 廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管

理に必要な体制の整備に関する説明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法令改正に伴う追加  

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

  

廃 棄 物 管 理 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理 に 必 要 な 体 制 の 整 備 に つ

い て は 、 「 原 子 力 施 設 の 保 安 の た め の 業 務 に 係 る 品 質 管 理 に 必 要 な 体 制 の 基 準

に 関 す る 規 則 」 （ 令 和 2 年 原 子 力 規 制 委 員 会 規 則 第 2 号 ） の 規 定 に 基 づ き 策 定

し た 「 廃 棄 物 管 理 施 設 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 計 画 書 」 （ Ｑ Ｓ － Ｐ ０ ８ ） に 従 っ て 、

保 安 活 動 の 計 画 、 実 施 、 評 価 及 び 改 善 を 行 う 。  

 

 

廃 棄 物 管 理 施 設 品 質 マ ネ ジ メ ン ト 計 画 書 （ Ｑ Ｓ － Ｐ ０ ８ ）  

 

 

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

user18
長方形

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。



〔添付書類八〕 

（８－４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－１９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－２９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３４） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３５） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３６） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３７） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３８） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 



〔添付書類八〕 

（８－３９） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。

user18
長方形



〔添付書類八〕 

（８－４０） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

user18
長方形

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。



〔添付書類八〕 

（８－４１） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

user18
長方形

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。



〔添付書類八〕 

（８－４２） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

user18
長方形

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。



〔添付書類八〕 

（８－４３） 

 変  更  前  変  更  後  備  考  

 

 

 

 

user18
長方形

user18
テキストボックス
個人情報のため公開できません。
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